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1. 品質管理の概論

QC検定2級 受験前講習会

会津オリンパス株式会社

古川 英嗣

このテキストには著作権があり、許可無く資料のコピー・掲載はできません。
また、セミナーの録音もこれに該当し、録音できません。

品質の種類
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品質

企画品質 顧客や社会のニーズ

設計段階で決まる品質であり「ねらいの
品質」ともいう。 先の段階で決まった企
画やコンセプトを実現できているか。

設計品質を目標として製造した製品の
実際の品質をいう。
「適合品質」や「できばえの品質」ともいう。

環境負荷、長期使用に伴う故障の発生
程度など使用段階で体験する品質。

販売やサービス提供後のサポートの
品質も該当する。

品質には以下のような種類がある。

設計品質

製造品質

使用品質

テキストP.360
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品質特性と代用特性

3

品質特性 代用特性

果物の甘さ（味覚） 糖度

選手の俊敏性 50m走のタイム、反復横跳び

テレビ画面の美しさ 明るさ、色彩、解像度

自動車のパフォーマンス 0-100km/h 加速

トンネルの表層の強度 打音検査

品質特性： 品質要素を客観的に評価するための性質

代用特性： 要求される品質特性を直接測定することが困難な場合、

同等または近似の評価として用いる他の品質特性

管理のサイクル(PDCAとSDCA)
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管理（ＰＤＣＡ）のサイクルを回す

目標達成する為に、

①Ｐｌａｎ（計画）

②Ｄｏ（実施）

③Ｃｈｅｃｋ（確認）

④Ａｃｔ（処置）

ＰＤＣＡのサイクルを確実に回し、反省、処置することで
仕事のやり方を一段とレベルアップ《改善》させること
が大切です。

テキストP.365～366
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ＳＤＣＡ

【日常管理】決められた標準どおりに業務を遂行するこ
とが基本である。しかし、標準どおりに実施しても問題
が発生した場合には標準を見直すことが必要になる。

①Ｓｔａｎｄａｒｄｉｚｅ（標準）

②Ｄｏ（実施）

③Ｃｈｅｃｋ（確認）

④Ａｃｔ（処置）

テキストP.365～366
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ＰＤＣＡとＳＤＣＡの関係
ＰＤＣＡ Ｐｌａｎ⇒計画⇒ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ（改善）
ＳＤＣＡ Ｓｔａｎｄａｒｄｉｚｅ⇒標準⇒維持管理

Ａ Ｐ

Ｃ Ｄ
Ａ Ｓ

Ｃ Ｄ
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テキストP.365～366
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品質マネジメントシステムの継続的改善

組織及び
その状況

顧客
要求
事項

顧客
満足

支援・
運用

計画
ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ
評価

改善

Plan

アウトプットインプット

テキストP.396～397

ﾘｰﾀﾞｰ
ｼｯﾌﾟ

利害関係
者のニーズ
及び期待

QMSの
結果

製品及び
サービス

Do

Check
Act

注釈：QMS＝Quality Management System

<出典> ISO Q9001:2015 図2

テキストP.409～411

品質保証体系図
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品質保証体系図とは、品質保証体系を図示したもので、全社レ
ベルで商品企画から開発（設計,試作,試験を含む）,量産（生産
準備,購買,生産試作を含む）,販売・サービスの各ステップで品
質保証のための主活動とその順序,各ステップにおける活動の
責任部署・担当部門などを図示したものである。

顧客 営業 研究 製造 品質保証 購買 設備

商品企画

製品設計

実機試作

量産製造

検査、出荷

顧客満足

参考

テキストP.371～372
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製造物責任法(PL法；Product Liabirity)
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製造物の欠陥（通常有すべき安全性を欠いている）によって人
の生命・身体または財産に関わる損害を受けた人に対して、そ
の製造物の製造販売に関わった企業がその責任を負うというも
のである。

品質保証(QA)ネットワーク

製造各工程で発生する不具合を予測し、後工程へ不具合品が
流れない工程つくりを行う手法です。各工程単位で「重要度」
「傾向管理」「条件管理」の有無と「発生防止」「流出防止」の等
級を評価します。そして、各工程の品質保証レベル、出荷品質
の保証レベルを工程で作り込める部分と検査で保証する部分
の評価を評価点とし、重要度に応じて工程の弱い部分を洗い出
し改善につなげる仕組みです。

テキストP.377

テキストP.379
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倫理・社会的責任

・社会的責任に関する国際規格が2010年11月に発行された
「 ISO26000：Guidance on social responsibility」

・日本の規格としては、翻訳規格として2012年3月に発行された
「 JIS Z 26000：社会的責任に関する手引き」

７原則 意味

①説明責任 組織の活動によって外部に与える影響を説明する

②透明性 組織の意思決定や活動の透明性を保つ

③倫理的な行動 公平性や誠実であることなど倫理観に基づいて行動す
る

④ステークホルダーの
利害の尊重

さまざまなステークホルダー(*)へ配慮して対応する
＊株主, 経営者, 従業員, 顧客, 取引先, 行政機関, 地域社会など

⑤法の支配の尊重 各国の法令を尊重し順守する

⑥国際行動規範の尊重 法律だけでなく、国際的に通用している既販を尊重する

⑦人権の尊重 重要かつ普遍的である人権を尊重する

＜社会的責任を果たすための原則＞

※要求事項ではなく、あくまでガイダンス（指針）として

テキストP.412～413

12

倫理・社会的責任

組織統治

(ガバナンス・

内部統制)

人権

労働慣行

環境
公正な

事業慣行

消費者

課題

コミュニ

ティへの

参画

・CSR活動の概要
・差別のない雇用
・人権教育

・職場の安全環境の改善
・ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ推進
・人材育成、職業訓練

・省エネ、省資源、CO2削減
・ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ推進
・人材育成、職業訓練

・地域活動の参画
・ボランティア活動

・積極的な情報開示
・消費者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
・エコ製品製造

・意識向上教育
(独禁法、下請法など)
・内部通報窓口の設置
・フェアトレード製品の導入

・社外取締役、外部専門家の活用
・モニタリング(監視活動)
・リスクコントロール
・ステークホルダーとの対話 など
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新ＱＣ七つ道具の種類

・系統図

・マトリックス図法

・親和図法

・アローダイアグラム法

・連関図法

・ＰＤＰＣ法

・マトリックスデータ解析法

言語データ

数値データ

言葉で表現する

数値で表現する

新QC七つ道具(N7)
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★ 詳細はテキストのP.322～337を参照

テキストP.322～337

No 基本ステップ 主な実施事項

1 テーマの選定
問題点をつかむ。
テーマを決める。

2
現状の把握と
目標の設定

事実を集め現状を把握する。攻撃対象を決める。目
標を決める。

3 活動計画の作成
役割分担を決める。
活動計画書作成。

4 要因の解析
要因を列挙し主要因をあげる。要
因を解析する。対策項目を決める。

5 対策の検討と実施
対策案を考え列挙する。対策案を検討，選定する。
対策を実施する。

6 効果の確認
対策結果を確認する。目標値と比較し、達成度を把
握する。効果をつかむ。

7 標準化と管理の定着
標準を制定・改訂する。管理方法を決める。新しい方
法を周知徹底する。改善効果の維持状況を確認する。

8 反省と今後の進め方 活動を反省し、今後の活動に反映させる。

問題解決型QCストーリー
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テキストP.367～369
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No 基本手順 重要ポイント

1
テーマ選定 取り組む必要性を明確にする。

テーマを決める。

2
課題の明確化と
目標の設定

ありたい姿を明確に設定する。
現状とのギャップと攻め所（着眼点）を明確にする。

3 方策の立案
攻め所に基づく方策を列挙する。
評価項目の設定と効果予測の確認を行う。

4 成功シナリオの追求
方策実現のためのシナリオの立案を行う。
シナリオの評価を行い、実施計画を作成する。

5
成功シナリオの
実施

計画化したシナリオを実施しているか。
経営資源（人、物、金、技術など）を組織化する。

6 効果の確認
目標と実績を対比する。
活動プロセスの実施状況を評価する。

7
標準化と
管理の定着

標準化の決め手
・みんなで、守るべきことを決める……標準化
・決めたことを、みんなで守る………日常管理

8 反省と今後の対応
未対応、未解決部分を整理し、対応方法を明確化する。
問題点の認識とその解決策を検討する。

課題達成型QCストーリー
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テキストP.367～369

No 基本手順 重要ポイント

1 テーマ選定
問題を掴む。
テーマを決める。

2
現状の把握と
対策のねらい所

事実を集め、攻撃対象(管理特性)を決める。
対策の方向性、または大まかな対策内容をつかむ。

3 目標の設定 目標の３要素（管理特性、目標値、期限）を決める。

4 活動計画の作成 実施事項を決める。日程、役割分担などを決める。

5
対策の検討と
実施

対策の検討： 対策のねらい所に基づき対策のアイデアを
出す。対策の具体化を検討する。
対策の実施： 実施方法を検討する。対策を実施する。

6 効果の確認 対策結果を確認する。目標値と比較する。

7
標準化と管理の
定着

標準を制定・改訂する。管理方法を決める。新しい方法を
周知徹底する。改善効果の維持状況を確認する。

施策実行型QCストーリー

16
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No 基本手順 重要ポイント

1
テーマ選定 業務や設備などをリストアップする。

トラブル・事故等の危険性を評価し、テーマを決める。

2
現状の把握と
目標の設定

発生している問題の種類・頻度・傾向を把握する。
目標の３要素（管理特性、目標値、期限）を決める。

3 活動計画の作成 実施事項を決める。日程、役割分担などを決める。

4 改善機会の発見

過去の失敗を収集・整理し、失敗モード一覧表を作成す
る。 FMEA(失敗モード影響解析)を活用して起こりそうな
失敗を洗い出し、優先度を求めて対策が必要な失敗を明
確にする。

5
対策の共有と
水平展開

対策発想チェックリストや対策事例集を用意し、対策を考
案する。 対策分析表を活用し、有効そうな対策案を組み
合わせて実行する。

6 効果の確認 対策結果を確認する。目標値と比較する。

7
標準化と管理の
定着

標準を制定・改訂する。対策発想チェックリスト、失敗モー
ド一覧表などを共有財産にする。管理方法を決める。
新しい方法を周知徹底する。改善効果の維持状況を確認
する。

未然防止型QCストーリー
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